











































































































































る作品は 25点存在し，全作品に対する割合は 0.6％，思想傾向を有する作品数に占める割合は 2.0％
となっている（14）。
次に全生徒数に対する「左傾的急進的思想傾向」の百分率を算出する（表 2）。なお有思想傾向の


























（c）/（a）× 100 （％） 0.06
（c）/（b）× 100 （％） 0.06
（d）/（a）× 100 （％） 0.02






































婆は，死ななくなつたのだ」「何の準備だ /若い男たちが /夜おそくまで /寺の本堂で /何の相談だ」
「赤茶けた /田甫のいねを /娘たちは /惜しげもなく，ふみちらして /はるかに，連つた /地主の土
蔵の白壁を /にらんで，叫んだ /『今に見てゐろ』/そして，かすかに，笑つた」「門前の /にれの

























































（b）/（a）× 100 （％） 33
国家的思想傾向（c） （点） 169
（c）/（a）× 100 （％） 4.0






（c）/（a）× 100 （％） 0.4
















































































　 なお数量に関しては母数が一致しない（師範学校は 90％以上が調査対象だが，中学校は 80％程度）ため，
本文では比較しない。参考までに有思想に占める「国家的思想傾向」「左傾的急進的思想傾向」「道徳的思想
傾向」の割合を示しておくと，それぞれ 14.1％，0.2％，85.7％となっている。母数が違うため，単純比較は
できないが，「国家的思想傾向」では師範学校（12.35％）よりも中学校の方が高く，「左傾的急進的思想傾向」
では師範学校（1.83％）よりも中学校の方が低くなっている。
　 文部省学生部，前掲，1932，pp. 70–71。
　 同上，p. 77。
　 文部省学生部，前掲，1931，p. 44。
　 山本徹『田舎教師のひとりごと』静岡教育出版社，1988，p. 63。
　 文部省学生部，前掲，p. 11。
　 同上，pp. 11–12。
　 同上，p. 11。
　 同上，p. 13。
　 同上，p. 12。
　 なお中学校の場合も同様の指摘がなされている。文部省学生部，前掲，1932，p. 56参照。
